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基づいた長期資源プール型（Ｃタイプ）へと移行するにしたがって拡大する。ただし、管理コストも相応に大きくなる め、それを削減するための工夫が求められ 。さらに組織の規模を大きくするためには組織の形式化が避けて通れない。タイプの移行は容易ではない。逸脱行為発生 危険が増加するうえに、組織利益 拡大が構成員に認識されるまでに時間がかかるからである　
ＡタイプからＢタイプ、さらに
Ｃタイプへの移行がいかに困難かを示す数字がある。協同組合として登録された約七万のうち活動中三割、活動停止三割、解散二割、
そして取り消し二割であった。登録協同組合の三割しか機能していないのだ。さらに活動中の協同組合を、農村を基盤とする協同組合と都市を基盤とするそれとに分ける作業を行ったところ、前者の平均規模は八〇名弱（うち正会員数は
推
定
五
〇
名
弱
）、
後
者
の
そ
れ
は
三五〇名であった。つまり、農村型協同組合のほとんどがＢタイプに留まっており、組織の形式化は進んでいないことが示唆される。　
外部者が地域社会で住民を組織
する際、いかに住民を組織するかに重点が置かれ、地域社会の組織力を見る視点には乏しか た。援助事業者によ 住民組織化の努力にも関わらず、援助事業者撤退後に
住
民
組
織
が
機
能
不
全
に
陥
る
の
は、地域社会の組織力に合致しない組織形成がなされたことが根本的原因なのである。（は
や
ま
　
あ
つ
こ
／
久
留
米
大
学
経
済
学部准教授）
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図　フィリピン農村社会の住民組織の類型化
（出所）筆者作成。
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